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楽
し
む
雪
も

あ
っ
て
も
い
い

。帯
」
に
親
し
み
、
一雪
に
学
び
、
雪
に
鍛
え
よ
う
。

を
テ
ー
マ
に

一
月
二
十
八
日
側
、
第

2
回
「
あ

さ
ひ
雪
ま
つ
り
」

が
役
場
庁
舎
庁
周
辺
を
会
場

に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
ま
で
降
り
続
い
た
咋
も
止
み
、
久
し
ぶ

り
に
青
空
が
広
が
っ

た
会
場
に
は
、
親
子
連
れ

を
は
じ
め
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
千
人

が
集
合
、
雪
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
雪
の
絵
画
や
雪
だ
る
ま
な
ど
の

創
作
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
タ
ラ
汁
や
焼
き
お

パ
タ
パ
タ
茶
な
ど
の
出
店
が
並
ぶ
ふ
れ
あ
い
コ

ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
人
気
を
呼
ん
だ
ほ
か
、
楽

し
い
ゲ
ー
ム
や
競
技
も
い
っ
ぱ
い
。
風
船
割
り

合
戦
や
雪
だ
る
ま
こ
ろ
が
し
、
雪
合
戦
な
ど
に

多
く
の
人
が
き
わ
や
か
な
い
什
を
流
し
ま
し
た
。...私たちの力作見てください

,. tベケ

陣輔！
1) ， 
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Vお年寄りも「JI贋送球」に大ハッスル‘菌、』L
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組側‘
取
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

川
一
問
自
他

越

坂

克

こ

さ
ん

「小
さ
い
こ
ろ
か
ら
歌
が
好
き
で
よ
く
放
っ

て
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
も
前
歌
ば
か
り
」
と
笑

う
越
坂
さ
ん
は
、
自
他
と
も
に
認
め
る
H

の
ど

自
慢
。
。

こ
れ
ま
で
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
カ
ラ
オ

ケ
大
会
で
優
勝
し
た
の
を
は
じ
め
、
あ
の

N
H

K
の
ど
自
慢
大
会
に
二
度
出
場
し
、

二
度
と
も

け
l
L
、l
i

・a
g司

う〆州！c j~ 
...「軍~［~自分にとって，生活の一部ですね」
という越援さん。取う笹もブロ顔負けです。

端付裁が念ん
長

津

紀

子

き
ん

（引
歳
・
東
草
野
） ぷ

担
。
を
鳴
ら
し
た
と
い
う
実
力
派
。

マ
イ
ク

を
手
に
す
る
姿
も
プ
ロ
顔
負
け
の
貫
録
で
す
。

二

時
は
プ
ロ
歌
手
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
」
と
い
う
越
坂
さ
ん
も
、

現
杭
は
家
業
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
を
継
ぐ
薪
だ
ん

な
。
キ
リ

ッ
と
し
た
割
ぽ
う
蔚
姿
が
よ
く
似
合

い
ま
す
。
「
お
客
さ
ん
の
前
で
歌
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
包
丁
よ
り
マ
イ
ク
を
持
っ
て
い
る

方
が
似
合
う
っ
て
い
わ
れ
る
ん
で
す
よ
」
と
笑

い
ま
す
。

「歌
っ
て
き
て
よ
か
っ

た
と
思
う
こ
と
は
、

歌
を
過
し
て
数
多
く
の
方
々
と
知
り
合
え
た
こ

と
。
そ
し
て
、
そ
の
お
陰
で
自
分
の
世
界
が
広

が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」。

「歌
に
上
手
下
手
は
関
係
な
い
と
思
い
ま
す
。

克
心
こ
め
て
歌
え
ば
、
必
ず
相
手
に
伝
わ
る
も

の
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
い
う
越
以
さ

ん、

「
い
つ
か
は
歌
好
き
な
仲
間
と

一
緒
に
、

い
ろ
ん
な
所
を
回
っ
て
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し

た
い
で
す
ね
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

白
衣
の
エ
ン
ジ
ェ
ル

てんびん庖

「
患
者
さ
ん
に
『
あ
り
が
と
う
』
っ

て
言
っ
て
も
ら
っ
た
と
き
に
は
、
こ

の
職
に
つ
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
な

あ
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
紀
子
さ
ん

の
職
業
は
、
看
護
婦
さ
ん
。

「
少
し
で
も
病
め
る
人
の
お
世
話

を
し
た
く
て
・
：
」
と
、
こ
の
道
に
進

ん
だ
と
い
う
彼
女
、
「
ま
だ
ま
だ
党

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
も

っ
と
も
っ
と
勉

会星座名

院

一

母

病一

・

川一
型

一父

丸

一
A
一成

先

一
型

一構

一刀

工
俊

一
生大

1
・

J
f
！

勤
一
血

一家

A
M

－－
食
一
会

強
し
て
患
者
さ
ん
に
頼
ら
れ
る
看
護

婦
に
な
り
た
い
」
と
夢
を
語
り
ま
す
。

そ
ん
な
彼
女
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
面

で
の
今
年
の
目
標
は
「
カ
ツ
コ
イ
イ

彼
氏
を
見
つ
け
る
こ
と
と
、
ダ
イ
エ

ッ
ト
に
ト
ラ
イ
す
る
こ
と
」
だ
と
か
。

づ
冗
気
だ
け
が
と
り
、
え
で
す
が
、

で
き
れ
ば
二
十
三
歳
で
結
婚
で
き
れ

ば
故
高
L

と
は
に
か
む
白
衣
の
天
使
。”

か
わ
い
い
峨
に
ち
ょ

っ
ぴ
り
幼
さ
が

残
る

「
き
わ
や
か
さ
ん
」
で
す
。

心fa冨込

h. 

小更の中島栄作・ 育英さん夫妻の

長女梨香（り か）ちゃん 7歳

次女 恵里（え り）ちゃん 4歳

長男朔平（しょうへい）く ん ｜歳

に

ぎ

や

か

な

毎

日

長
女
の
梨
香
は
、
も
う
す
ぐ
ぺ
年
生
。
学
校

へ
行
く
の
が
楽
し
く
て
仕
店
が
な
い
様
チ
で
す
。

の
ん
び
り
屋
さ
ん
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
泣
き
虫
で

す
が
、
近
ご
ろ
は
弟
の
子
守
り
を
し
て
く
れ
た

り
、
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
の
で
大
助
り
で
す
。

次
女
の
忠
里
は
、
甘
え
ん
坊
で
す
が
一
番
の

し
っ
か
り
者
で
す
。
負
け
ず
嫌
い
で
、

こ
れ
と

思
っ
た
こ
と
は
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
ま
す
。
ぬ

り
絵
や
読
書
が
大
好
き
で
、
寝
る
前
に
必
ず
本

読
み
で
す
。

長
男
の
捌
平
は
、

一
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、

ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
が
少
し
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
背
中
が
大
好
き
で
、
い

つ
も
お
ん
ぶ
を
ね
だ
り
ま
す
。

で
も
、
こ
の
ご

ろ
は
ワ
ン
パ
ク
ぶ
り
を
発
搾
し
、
ふ
す
ま
を
似

る
な
ど
、
わ
が
家
の
唐
問
は
悲
惨
な
も
の
で
す
。

と
に
か
く
、
に
ぎ
や
か
で
足
の
踏
み
場
も
な

い
よ
う
な
毎
日
で
す
が
、
三
人
と
も
元
気
に
明

る
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

透

直 実さん（24象・綿県出身）

カザ7励登場
さん（27歳・金山）

住

。
結
婚
の
日

平
成
元
年
十
一
月
十
二
目

。
交
際
期
間

約
三
年
間

。
出
会
い

昭
和
五
十
九
年
秋
。
郷
里
を
離

れ
山
形
で
学
生
生
活
を
送
っ
て
い

た
二
人
が
出
会
っ
た
の
は
学
園
祭

の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
。
共
通

の
友
人
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
二

人
で
す
が
、
「
か
わ
い
い
子
だ
な
」

「
感
じ
の
い
い
人
」
と
、
お
互
い

好
印
象
が
第
一
印
象
だ
っ
た
と
い

い
ま
す
。

。
結
婚
ま
で

知
り
合
っ
た
翌
春
、
選
さ
ん
は

卒
業
し
富
山
へ
。
約
一
年
、
毎
月

一
回
八
時
間
を
か
け
て
山
形
へ
通

っ
た
と
い
い
ま
す
が
、
直
実
さ
ん

が
短
大
を
卒
業
し
新
潟
に
戻
っ
て

か
ら
は
約
二
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

怠

巴〉

包

「いきいき富山観光キャン

ペーン89ビッグプレゼント」

に当選し，朝日町を訪れた吉

岡健 ・陽子さんご夫妻。 「暗

いという富山のイメージが変

わりましたね」と話 します。

て〉

ゐ
さ

Cニa
~ 

あ

｜
｜
山
山
は
初
め
て
で
す
か
？

吉
岡
山
閃
い
え
、
仕
必
の
関
係
で

以
前
に
何
度
か
米
て
い
ま
す
し
、

昨
年
は
二
人
で
八
尾
の
風
の
盆
を

見
物
し
に
訪
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
朝
日
町
へ
来
た
の

は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

｜
｜

町
の
印
象
は
？

吉
岡
崎明

海
と
山
の
美
し

さ
が
印
象
的
な
町
で
す
ね
。

な
か
で
も
、
海
岸
に
は
き

れ
い
な
小
石
が
い

っ
ぱ
い

あ
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
あ
い
に
く
ヒ
ス
イ
は

拾
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
関

吉
岡
闘
で
も
、
ヒ
ス
イ

海
時
と
い
う
の
は
ロ
マ
ン

が
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
。

海
岸
の
ほ
か
、
美
術
館

や
遺
跡
、
温
泉
な
ど
も
見

て
回
り
ま
し
た
が
、
い
い

f 

;:r. • ;; ,3, 
び倒 れ

愛

っ
さ
占。

n，
キ
AFIレ
ト
～
。

し
か
し
、
昭
和
六
十
三
年
の
正

月
、
出
実
さ
ん
の
年
賀
状
を
き
っ

か
け
に
交
際
が
再
開
、
透
さ
ん
は

今
度
は
新
潟
へ
通
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
話
は
と
ん

と
ん
拍
子
に
進
み
、
昨
年
の
十

一

月
、
直
突
さ
ん
は
県
境
を
越
、
え
て

透
さ
ん
の
も
と
へ
と
嫁
い
で
き
ま

し
た
。

。

近

況

結
婚
し
て
三
か
月
あ
ま
り
。
直

実
さ
ん
も
少
し
ず
つ
こ
ち
ら
の
生

活
に
慣
れ
、
新
居
で
甘
い
生
活
を

送
っ
て
い
る
二
人
、

「
子
供
と
友

達
み
た
い
に
遊
べ
る
明
る
い
家
庭

が
目
標
」
と
、
W
Y
を
訴
し
ま
す
。

ト
・＝
」
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

吉
岡
崎
明

カ
ニ
や
タ
ラ
汁
な
ど
食

べ
物
も
さ
る
二
と
な
が
ら
、
旅
館

の
ご
主
人
や
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

さ
ん
も
親
切
で
、
人
情
味
の
あ
る

町
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

｜
｜
朝
日
町
へ
ひ
と
こ
と
。

吉
岡
山
開
朝
日
町
に
限
ら
ず
、

富

山
県
に
は
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
出
山
に

対
し
、
今
ま
で
は
附
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ず
い
ぶ
ん

認
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。
州
例
制
町

も
自
信
を
持
っ
て
町
を
P

R
し
て

い
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
帰
っ
た

ら
大
い
に
削
日
を
P
R
し
ま
す
よ
。
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女このページをみん怠でつくるペー
ジlこしたいと思います。イラストや
マンガ，ご意見，皆さんlこ知らせた
いこと， 主主んでもけっこうです。ど
しどしお寄せください。
紙よこ匿名は，その旨をはっきり奮

いて，住所，氏名を明記して送って
ください。
また，広報係では，広報あさひに

対するご意見や，取り上げてほしい
問題など皆さんの声をお待ちしてい
ます。ご一報を。
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＊ヨ埼 3河弘司（百）
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主？「ぽけ老人をかかえる割支

の会」をご存 じですか？

痴呆老人をかかえ悩んでい

る家族をなくしたいという願

いから，昭和55年に京都でrぽ

け老人をかかえる家族の会』

が生まれ，現在，全国各地に

こうした会が作られています。

富山県においても，約7,000

人ともいわれる痴呆老人をか

かえる家族の支えとなるため，

痴呆老人をかかえている人や

かかえていた人，痴呆や寝た

きりに関心のある医師，ボラ

ンティアの主婦など，いろい

ろな方々が会員となってさま

ざまな活動を行っています。

なかでも，毎月聞かれる、家
.水島恵美さん（8 ) d透

「大蓮華山保勝会」

－
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

＠

V自然を愛する仲間たち

か
け
が
え
の
な
い

自
然
を
い
つ
ま
で
も

流
、
山
野
草
を
山
へ
戻
す
運
動
、

立
山
道
の
革
刈
り
や
補
修
、

朝
日

岳
の
動
刷
物
の
保
護
、
高
山
蝶
の

保
説
、
避
難
救
助
協
力
、
山
小
屋

の
管
理
な
ど
、
登
山
者
指
導
や
口

然
保
護
全
般
に
波
り
ま
す
。

全
会
員
が
縁
地
に
白
文
字
の
『
自

然
保
護
』
の
腕
章
を
持
っ
て
い
ま

す
。

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
山
で
の

行
動
は
す
べ
て
保
護
活
動
で
あ
る

と
い
う
自
覚
か
ら
く
る
も
の
で
す
。

『
か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
い

つ
ま
で
も
』
を
合
い
言
葉
に
、
自

然
と
調
和
し
た
郷
ヰ
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
こ
の
泣
か
な
白
然
成
境
を

ど
う
後
代
に
践
す
か
、
保
勝
会
は

兵
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。

。
く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
の
人
の
中

か
ら
、
抽
選
で
三
人
の
人
に
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
ま
た
、
答
え
の
ほ
か
、
広
報

あ
さ
ひ
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
日

ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
書

き
添
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す。
な
お
、
紙
上
出
名
を
希
望
の
場

A
H
は
、
そ
の
宵
を
は
っ
き
り
と
内

い
て
く
だ
さ
い
。

カ
あ
て
先

〒
仰
l
mw
例
H
町

道
下

1
1
3
3
番

地

朝

日

町

役

場
総
務
課
秘
書
広
報
係
ま
で
。

A
M
締
め
切
り
は

3
月
比
日
で
す
。

会
前
回
の
当
選
者
は
、

T
O
M
A

T
O
さ
ん
（
は
歳
）
、宇
田
き
み
子

さ
ん
（
臼
歳
）
、
中
谷
の
ブ

l
ス
カ

m世
さ
ん
（
？

）
に
決
ま
り
ま
し

た
。

...アサヒサミット（71)

大
蓮
華
山
保
勝
会
を
正
し
く
読

む
人
は
少
な
い

。
「
だ
い
れ
ん
げ

は
か
っ
か
い
？
何
宗
派
で
す
か
」

と
質
問
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
通

称

『
保
勝
会
』
と
呼
び
ま
す
。

創
立
は
背
く
、
昭
和
三
年
。
胡

H
暗
か
ら
白
馬
岳
を
世
に
広
〈
紹

介
す
る

一
万
、
そ
の
保
護
を
円
的

に
設

立
さ
れ
た
も
の

で
、
近
ご

ろ
の
言
葉
で
い
え
ば
山
岳
自
然
保

議
団
体
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

会
員
は
二
十
代
か
ら
六
十
代
ま

で
約
六
十
五
名
（
女
子
六
名
）。

会
主
催
の
行
事
に
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
朝
日
岳
山
開
き
登
山
会
、

も
み
じ
ま
つ
り
、
パ
ト
ロ

ー
ル
体

験
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
何
年
災
地
し
て
い

る
事

業
と
し
て
は
、
北
又
で
の
岩
魚
放

族のつどい。は，ぼけの越本

的知識や介護の方法を学んだ

I），世話をしている者同士の

悩みや苦しみを話し合うなど

共に励ましあうよりどころと

なっています。

「最近，おじいちゃんの様

子がおかしLト・・J，「どこかに

ぽけ若人をあずかつてくれる

所は…J，「経済的負担が大き

くて…J など，会への電話相

談にはいろいろな悩みが寄せ

られています。

お困りの場合は．お気軽に

ご相談してください。

富山市安住町9の2新越ピ

ル 2階家族の会事務局

ft0764 (32) 9740 

（火・木II必自の午後 1時30分

から 3時30分まで受け付け）

①
朝
日
町
の
区
長
さ
ん
は
何
人
い

る
か
？

＠

8
人

⑤

叩
人

。

ロ
人

②
映
幽

「
少
年
時
代
」
の
搬
彩
が

行
わ
れ
た
制

H
町
の
小
学
校
は
？

③
大
家
正
小
学
校

⑤
山
崎
小
学

校

。
五
問
庄
小
学
校

③
例
目
町
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
予
定
は
？

＠

3
月

初

日

⑤

4
月
初
日

5
月
初
日

広
報
ク
イ
ズ

＠

問

題

〔応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
（
例
①

ー
＠
、
②

l
⑥
、
③

l
。

）
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
送
っ
て

－
平
成

2
年
3
月
号

＠
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地区さ

…長

野

…蛭

谷

川池

谷

町

…
五
箇

…桜
問

一
区

H

二
区

一一

…
H

Z

一区

男
…
H

四
区

H

五
区

…旭

ケ

丘

三

郎
…月
山

一
区

平
八
郎
一
H

ニ
区

町長
八
郎
…
H

三
区

古

久

…草
野
一
区

間
…
雄
…
H

二
区

親

安

…赤
川
東
部

尚

時

一
日
中
部

正
…
H

西
部

品
批
判

一

義

明
泊

一

義

蹄

…元

屋

敷

茂
…下

横

尾

慶

久

…温

泉

町

幸

作

…上

横

尾

：

…宮

本

町

相

聞

…

橋

向

町

嶋

時

雄

…神

田

町

田

成

二

…束

下

問

与
四
松
…西

下

町

勝

清

…束
三
浦
町

三

郎
・中
三
浦
町

文

彦
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三
浦
町
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目

辰

輝
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川
三
丁
目

一

雄
一荒
川
問
丁
目

武

雄
…
此
川
五
丁
目

輝

広

一栄

問

末

松
…末

広

町

仙
之
助
…下

道

下

久

松

一中

道

下

一

一ニ
…上

道

下

浮
金
吾
一日

東

町

悲

司

…平
柳

一
区

政

一

一平
柳
二
区

重

信

…
r

・

能

正
…M
世

純

造

…
一

吉

雄
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三
三
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雄雄勝明対川
叫

長徳

1
月
時
日
、
極
楽
坂
ス
キ
｜
場

吉
で
開
催
さ
れ
た
富
山
県
ス
キ

l
選

雄

一d
乎
権
大
会
の
開
会
式
の
席
上、

ス

夫
ケ
キ
｜
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
く
さ

男
一
れ
た
木
村
信
嗣
さ
ん
が
、
県
ス
キ

男
中

｜
連
即
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ド
L
WH

dぜ

県
大
会
等
成
績

雄

一
第
川
村
田
県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競

勲
一

技
会

（
1
月
幻
目
、
大
山
間
極
楽

一
坂
ス
キ
l
場）

一
V
大
回
転
一
部
成
年
男
子
B

聡

…

6
位

吉

井

直
人
（
月
山
）

立

町
大
会
等
成
績

一
一
第
M
M
回
朝
日
町
民
ス
キ
1
大
会
兼

三

一
小
中
学
校
ス
キ

l
記
録
会

（
2
月

司
一

4
目
、
三
峰
ス
キ
ー
場
）

康

…
地
区
対
抗
の
部

夫

一
一
位
大
家
庄
地
区

古
一
二
位
山
崎
地
区

雄
一

三
位

南

保

地

区

男
一

個
人
の
部

博
一
マ
小
学
校
男
子

一
位

吉
井
直
人
出
抄
印

（
五
箇
庄
）

郎
二
位
大
森
鴎
彰
臼
秒
W
（南
保
）

長

三

位

谷
口
一
敬
敏
印
秒
日
（山
崎
）

充

マ

一

般
男
子
C

雄

一

位

山
本
茂
M
紗
幻（
山
崎
）

誠

二

位

水

口

忠
則
日
秒
釘
（
山
崎
）

央

三

位

加

藤

秀

樹

日
秒
幻

（
泊
一
区
）

マ
一
般
男
子
D

暢

一
位

梅
沢
義
弘
日
秒
凶

正

（大
家
庄
）

俊

二

位

吉

江

勝

広
日
秒
M
m

uu
u
 

明失松A
口彦刀

口

木
村
信
嗣
さ
ん
に

ス
キ
l
連
盟
表
彰

－
ス
ポ
ー
ツ
と
お
し
ら
せ
＠

一
位
大
村
勇
輔
初
秒

ω（泊
小
）

二
位
九
野
木
崇
雄
初
秒
祁
（
泊
小
）

三
位

水
野
暁
幻
秒
剖
（
大
家
庄
小
）

マ
小
学
校
女
子

一
位
笹
川
泉
お
秒
付
（泊
小
）

二
位
長
崎
理
香
お
秒
以
ω

（南
保
小
）

三
位
霜
越
志
保
幻
秒
九
（
泊
小
）

マ
中
学
校
男
子

一
位
米
丘
友
明
お
秒
幻

（
泊
三
区）

位

れ
J
HH！
子
凪

2
心〆

1

ノ

1

1
d
A
a
ハペ
u
z
f
ハ
U

庄岡 田 j柏谷国7）＇く用回出 山 沢

金
ギ
コ
一…．

一

郎
…
呂

友

次

…

英

二

…

政

次

一

久

徳
…

友

行口

宏

一

一

十
円
境

希

彦

二

鬼
士
郎…
二

秀

正

υ

三

久
仁
治
…山…五

巧
…七

術
一八

幸
…九

三
一十

要
…十

一
…ム穴

平区区区区区区区区区区区

県防火ポスターコンクール

九
J

、
V
A
、

，，

az
 

－

e－
x’
 

e

・20
m円
電

－F
M

4
吋

z
・

4q

’’jH
b
a
迫
h
A
W

峰、．

a
句
4
h
iル

E

’Ge

t
－民・
めk
，ez－k
，

は
零
崎
司
、
r
fAHぺ

4
2
5ゐi

’ar

．，、・・・
2

・・

1
z
et
 

・4
u”a梓

三
位

（泊
二
区）

三
位

傑

松

山内
幸
印
秒
M
W

（笹
川
）

マ
一
般
男
子
E

一
位

寺

内
真
英
お
秒
M
W
（山
崎
）

二
位
能
沢
道
夫
初
秒
臼

（大
家
庄
）

三

位

折
谷
降
失
却
秒
的
（
笹
川
）

マ
一
般
女
子

一
位

水
品
和
代
幻
秒
刊
（境）

二
位
ル
脇
田
英
知
子
お
秒
お（大

家
庄
）

森
野
恵
子
お
秒
日

（泊
二
区）

三
位

ハ
合
口
さ
ん
（同
保
糾
）

優
秀
作
品
賞

富
山
県
小
中
学
生
防
火
ポ
ス

タ
ー
図
面
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
生

の
部
で
南
保
小
学
校
6
年
の
谷

口
晶
子
さ
ん
の
作
品
が
、
優
秀

作
品
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

｜町長めひとりごと ｜

世はまさに情報化時代。近

年のめざましい科学の進歩に

より，現在では人工衛星を活

用した衛星放送なども一般の

家庭で楽しめるようになって

きています。

かつて，渡り鳥の調査研

究では，鳥につけた足輪や首

輪を頼りにその行動範囲など

を調べていたようですが，最

近では渡り鳥に超小型の発信

機を付け，衛星を使ってその

飛行ルー トを追跡する方法も

開発されているとか。。

これまで分からなかった事

柄が究明できることは，すはー

らしいことであると思います。

情報の大切さといえば，今

年の冬山登山者遭難の際にア

マチュア無線が救助活動に大

きな働きをしたことは．多く

の方々の記憶に新しいことだ

と思います。

無線機も年々高性能化して

きており，瞥察無線を傍受し

てスピー ド違反取り締まりを

回避した人が，電披法違反で

最高裁において有罪判決を受

けたそうです。しかし，こう

した高度な機器も使い方さえ

間違えなければ，すばらしい

情報伝達の手段だと思います。

庁内においても情報化時代

に対応すべしいろいろな取

り組みを行っておりますが，

今後もさらに，住民サ－t：＇ス

の向上と事務の効率化に努め

ていくつもりです。

坂 山 田沢井井原島 ~11,f ~I奇

i盗 博周

－
平
成
2
年
3
月
号
。



。朝日町社会福祉協議会は，

皆さんと共に地域の梅干止向

上を目指す福祉団体です。

・場所

朝日町福祉センター内

ft83-0576 

p
 ，L『

給
与

’w
d刈

－a
F
 

｜日赤富山県支部｜

あ
な
た
の
善
意
に

支
え
ら
れ
て
百
年

－V
県
民
会
館
で
百
周
年
記
念
式
典

日
本
赤
十
字
社
富
山
県
支
部
は

明
治
詑
年
4
月
初
日
、
県
庁
内
に

委
員
部
と
し
て
発
足
以
来
、
百
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
問
、
明
治
、
大
正
、
昭
和

そ
し
て
平
成
へ
と
、
一
世
紀
に
わ

た
っ
て
「
人
道
・博
愛
」
の
赤
十
字

理
念
の
も
と
に
、
戦
時
救
護
か
ら

自
然
災
害
救
護
、
さ
ら
に
医
療
、

福
祉
活
動
な
ど
、
常
に
人
々
の
生

命
と
健
康
を
守
り
、
地
域
に
貢
献

す
る
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
本
赤
十
字
社
富
山
県
支

部
の
創
設
百
周
年
を
祝
う
記
念
式

典
が
、
去
る

1
月
初
日
県
民
会
館

に
お
い
て
、
名
誉
副
総
裁
常
陸
宮

殿
下
、
同
妃
殿
下
ご
臨
席
の
も
と

に
磁
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
席
上
、
朝
日
町
か
ら
は

次
の
方
々
が
表
彰
を
受
け
る
と
と

も
に
、
朝
日
町
赤
十
字
奉
仕
団
の

水
島
松
子
さ
ん
が
、
「
老
人
福
祉

活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
独
り

ぐ
ら
し
老
人
の
慰
問
活
動
や
各
穏

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
得

た
老
人
と
の
心
担
ま
る
交
流
な
ど

を
発
表
し
て
、
大
会
参
加
者
に
深

い
感
銘
を
与
、
え
ま
し
た
。

〈
表
彰
者
〉

令
金
色
有
功
章
の
部

社

資

功

労

魚

津

義

健

魚

津

絹

子

合
的
。
銀
色
有
功
輩
の
部

社

資

功

労

新

田

権

次

郎

南

茂

静

子

A
V
社
長
感
謝
状
の
部

泰
子

奉
仕
者
功
労
江
淵

A
V
支
部
長
感
謝
状
の
部

社

資

功

労

深

松水
島

魚
津

奉
仕
活
動
功
労

朝
日
町
赤
十
字
奉
仕
団

実
菩
宝

義
健

あ
り
が
と
う
あ
た
た
か
い
志

朝

日

町

善

意

銀

行

（

l
月
H
日
1
2
月

ω日）

－v平
柳

河

村

照

子
さ
ん
か
ら
亡

失
忠
喜
さ
ん
の
供
養
と
し
て
香

典
返
し
の

一
部

叩

万

円

－v荒
川
5
丁

目

東

智
子
き
ん
か

ら
亡
母
文
子
さ
ん
の
供
養
と
し

て
香
典
返
し
の

一
部

叩

万

円

－v宮
崎
加
藤
ミ
ツ
エ
さ
ん
か
ら

無
利
子
で
卒
業
後
返
済

世
帯
更
生
資
金

「
修
学
資
金
」

経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
こ

と
が
原
因
で
、
高
校
や
大
学
へ
お

子
さ
ん
を
進
学
さ
せ
て
あ
げ
る
こ

と
が
困
難
な
低
所
得
世
惜
の
た
め

に
、
就
学
支
度
金
を
お
貸
し
す
る

制
度
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

修学資金（月額）

（授業料及び教材費）

学校種別 国公立 私 立

高等学校 11,000円 23,000 円

高等専門学校 14,000 25,000 

短期 大 学 29,000 37,000 

大 学 29,000 38,000 

－
ふ
く
し
の
窓

⑪

の
ご
利
用
を

世
帯
更
生
資
金

「修
学
資
金
」

は
、
無
利
子
で
就
学
に
必
要
な
資

金
を
お
貸
し
し
、
返
済
は
卒
業
後

に
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
へ
問
い
合
わ
せ
券
、

亡
失
喜
保
さ
ん
の
供
養
と
し
て

香
典
返
し
の
一
部

2
万
円

賛
助
会
員
加
入
状
況

た
だ
い
ま
募
集
し
て
い
る
町
社

協
の
賛
助
会
員
に
次
の
方
々
か
ら

加
入
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
敬
称
略
〉

山
本
与
次
、
九
皐
静
夫
、
尾
山

製
材
株
式
会
社
、
小
川
温
泉
天
望

就 学 支度金

（制服、カバンその他購入費）

学校種別l 自宅通学 自宅外通学

高等学校
円 円

37,000 50,000 
高等専門学校

短期大学
50,000 80,000 

大 学

問、境建設工業株式会社、氷

見工業所、岡越自動車株式会

社、朝日電子株式会社、下沢

産業株式会社、鹿熊工業株式

会社、西村吉英、西村敦子、

以上ロ名130口（2月刊日

現在）

V申し込みは、町内担当民生

委員または町社会福祉協議会

へ。

鐙王望
求人総緩 年齢 賃金 性別

就業場所 採用 資格 経 験
番号 休日 人数 免 t干 等

自動車 16才 ー 120.000-
勇

朝．2草野
3 不問

皇軍備 工 40才 250.000 目、 祝

2 電気工事士 18才ー 130,000～ 
9号

朝． 平柳
2 不問

及び見習 42才 200.000 日

3 
フライス 18才一 110.000～ 

男
草書． E草野

不問
エ 30才 180 .000 目、祝

4 五五転助手
20才一 96.140～ 

不問
草月 殿町

不問
60才 138.000 8 

5 事務員
18才一

女
貌． 東宝草野 高卒以上

40才 123.000 
自 普通自動車免詩

6 事且立エ
55才一

100.800 女
革路．犬家庄

2 不問
60才 日、祝

7 縫製 工
45才 107.500-

女
車!l.衛i呆

2 不問
以下 112.500 呂、祝

8 
歯科衛生

不 閃
時給

女
靭．荒川 高卒以上

士及効手 500～600 目、 土、祝 13時 ー18時30分

9 
掃除及び 40才～ 時 2.0CXl円

女
紛．平柳

2 
8時 ー12時

宿直係 60才 夜鈴4.問問 週3日出動 2oa寺－6時

10 
アルミ

不 問 S寺絵 523 女
草月．殿町

2 68寺間勤務
加工工 目、

家

庭

奉

仕

貝

老
人
家
庭
や
重
度
の
身
体
障
害

者
の
家
庭
に
お
い

て
、
家
事
や
介

護
等
の
日
常
生
活
の
世
話
を
行
う

家
庭
奉
仕
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

二
名

応
募
資
格

平成2年3月分

くらしの情報室

ホット求人情報

町
内
に
住
む
年
令
お
お
む
ね

ω

歳
ま
で
の
女
子
で
、
普
通
自
動
曜

の
運
転
が
で
き
、
家
事

・
介
護
の

経
験
と
相
談

・
助
言
の
能
力
を
有

す
る
人
。

応
募
手
続

自
畿
の
履
歴
書
を
3
月
口
日

ω

ま
で
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
a

詳
し

い
こ
と
は
、
総
務
課
人
事

係

（
宮
内
線
2
0
7
）
又
は
住
民

課
福
祉
係

（
宮
内
総
1

1
2
・
1

1
6
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

高
志
ワ
l
ク
セ
ン
タ
ー
通
所
者

合r求人情報一気表Jbご利用下さい。（商エ観光線カウン7ーに展示）

合〈わしいζとは、魚，章公共職業安定所朝日分笈3'82-0138へ釘問い合わせ〈だきt、．

身
体
障
害
者
の
就
業
施
設

「高

芯
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
（仮
称
）
で

は、

4
月
1
日
開
所
を
前
に
通
所

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

定
員

初
名

授
産
科
目

電
装
科

入
所
資
格

ア
・
・
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
人

イ

：

・精
神

障
害
や
伝
染
性
の
疾
患
を
持
っ
て

い

な

い

人

ウ
：・
作
業
能
力
を
持

ち
な
が
ら
、
施
設
以
外
の
と
こ
ろ

で
就
業
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難

な

人

干

：
食
事

・
用
便
な
ど
日

常
生
活
に
お
け
る
身
の
回
り
の
処

理
が
で
き
、
団
体
生
活
に
支
障
が

な
い
人

な
お
、

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係
（
宮
内

線

1

1
2
・
1
1
6
）
へ
。

町
民
ビ
l
チ
パ
レ
！
大
会

会期
場日

’
〉

3
1
n
L
q
J
ρ
b

司

r
T
3

て
、

E
Y
つ
白
内
4

n

L

．
つω
r
E

町
民
総
合
体
育
館

参
加
資
格

朝
日
町
在
住
者
及
び

勤
務
者
で
、
満
児
歳
以
上
の
人

チ
l
ム
編
成

ω男
女
混
合
と
し
、
コ
ー
ト
内
は

男

2
人

・
女

2
人
と
す
る
。

ωコ
l
ト
内
の
選
手
の
合
計
年
齢

に
よ
り
次
の
と
お
り
と
す
る
。

A
ク
ラ
ス
・・・
フ
リ

l

B
ク
ラ
ス
：
－

m歳
以
上

C
ク
ラ
ス
：・
削
歳
以
上

申
し
込
み
期
限

3
月
比
臼
ま
で

に
教
育
委
員
会
ま
た
は
師
民
総
合

体
育
館
へ
。

抽
選

3
月
刊
日
午
後
7
時
ぬ
分

町
民
総
合
体
育
館
で
。

参
加
賞

1
チ
ー
ム
問
問

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
が
引
き
上
げ
に

平
成
一光
年
は
月
の
法
改
正
に
よ

り

平
成
元
年

4
月
分
か
ら
手
当

が
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
の
差
額
分

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
元
年
4
月
分
か
ら
元
年
日
月

分
ま
で
は
は
月
以
降
、
元
年
ロ
月

分
か
ら
2
年

3
月
分
ま
で
は
、

2

年
4
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

一
品目ノ
一
平
成

E
年

4
月
分

ア
リ
L

か
ら
国
民
年
金
の

一レ
ホ
一
保
険
料
額
が

汀

1
川
一
変
わ
り
ま
す
。

一だ
一

寸
｜

1
1一

国
民
年
金
は
皆
さ
ん

．

、司P
1
M
一
が
老
齢
に
な
つ
た
と
き

£
叫4
｜
一
や
、
万
一
の
事
故
や
病

三
A
i

一
気
で
障
害
者
や
母
子
世

帯
に
な
つ
た
と
き
に
生
活
の
支
、
え

と
な
る
も
の
で
す
。

国
民
年
金
の
受
給
者
は
年
々
地

加
し
、
ま
た
、
物
価
の
上
昇
に
あ

わ
せ
て
年
金
額
も
毎
年
増
額
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
年
金
の
財
源
は
、
皆
さ
ん

が
納
め
る
保
険
料
と
国
の
負
担
金

な
ど
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
2
年
4
月
分
か
ら
、
国
民

年
金
の
保
険
料
は
月
額
8
4
0
0

円
に
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
制
度

。を
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
た
め
の

保
険
料
改
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
付
加
保
険
料

は
、
月
額
4
0
0
円
の
ま
ま
変
わ

り
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
役

工

場
住
民
課
年
金
係
（
宮
内
線
1
1

0
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

－
平
成
2
年
3
月
号
⑪



（ 特 2-. 3 -.
一 別 2- 4 全
級 児 7 部 0 部
） 童 5 支 O 支

扶 O 給 O 給
養 円 ） 円）

手... ... 
当 2 3 

3 5 
5 1 
0 0 
0 0 
円 円

4
1
3
0
0
円
S
4
2
6
0
0
円

（
二
級）

2
7
5
0
0
同
$
2
8
4
0
0
円

な
お
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

役
場
住
民
課
福
祉
係

（
宮
内
線
1

1
2
・
1
1
6
）
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

農
振
農
用
地
か
ら
の
除
外
申
請

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区

域
で
、
農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す

る
場
合
は
、
事
前
に
農
業
振
興
地

域
の
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申

請
を
行
い
、
県
の
認
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

除
外
申
請
を
行
う
人
は
、

3
月

初
日
ま
で
に
「
除
外
願
」
を
役
場

農
林
水
産
課
農
業
水
産
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
農
用
地

区
域
か
ら
の
除
外
は
い
つ
で
も
で

き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
長
期
計

画
を
見
越
し
た
も
の
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
「
除
外
願
」

が
提
出
さ
れ
る
と
県
の
現
地
調
査

消
防
団
春
季
放
水
訓
練

朝
日
町
消
防
団
の
春
季
放
水
訓

練
を
3
月
お
日
制
に
町
内
全
域
で

行
い
ま
す
。

午
前

7
時
に
招
集
信
号
の
サ
イ

レ
ン
、
午
前
8
時
か
ら
午
後
0
時

ま
で
は
消
防
車
が
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
し
ま
す
。
火
災
と
間
違
え
な
い

よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

－
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

’v本
町
の
氷
見
良
章
さ
ん
か
ら
泊

小
学
校
へ
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
4
台
（
2

0

0
、
0
0
0
同
相
当
）

V
本
町
の
越
間
勲
き
ん
か
ら
泊
小

学
校
へ
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
l
台
（

5

0
、
0
0
0
円
相
当
）

が
あ
り
、
申
請
さ
れ
た
も
の
す
べ

て
が
認
め
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
認
可
さ
れ
る
場
合
で
も
、
申

請
期
限
日
か
ら
4
か
月
程
度
か
か

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
の
許
可
は
、
除
外
認

可
後
に
な
り
ま
す
。

農
用
地
区
域
と
は
、
ほ
場
整
備

が
完
了
し
た
と
こ
ろ
及
び
工
事
中、

あ
る
い
は
計
画
の
あ
る
と
こ
ろ
で

す
。
申
請
手
続
き
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
役
場
農
林
水
産
課
農
業

水
産
係

（
宮
内
線
2
1
4
）
へ
問

い
合
わ
せ
を
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧

平
成
2
年
度
の
固
定
資
産
（
土

地

・
家
屋

・
償
却
資
産
）
税
賦
課

め
基
礎
と
な
る
課
税
台
帳
を
縦
覧

し
ま
す
。

な
お
、
評
価
額
等
は
原
則
と
し

て
平
成
元
年
度
と
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
昨
年
中
に
土
地
の
異
動

や
家
屋
の
新
増
築
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
は
、
変
わ

っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
期
間

3
月

1
日
i

3
月
初

日

（土
眼
目
の
午
後
、
第
2
土
曜

日
及
び
日
時
日
は
除
き
ま
す
。）

縦
覧
の
場
所

役
場
税
務
課

異
議
の
申
し
立
て

台
帳
に
記
載

4月からゴミの収集が変わります

これまでは「燃えるものJと「燃えないもの」の2種類で

したが、 4月からは、これまでどおりの「燃えるもの」と

「木製品と燃えないもの」・「ビ二・プラ類と燃えないもの」

に変わります。

粗大ゴミ及び燃えないもの

木製品と燃えないもの ｜ ピニ ・ブ ラ鎖と燃えないもの
｛一定粗大含む｝ ｜ （一定絶大含む）

イス・机下駄箱j冷蔵庫制緩品川｜ビニール プラスチッ？ ；冷蔵庫（制限制｝

タンスf制限品川 ；テレピ。洗濯機｜発似チロール等 ；テレビ・洗濯後

木〈ず等 ;rキカン ｜（比般的問〈大き時的bの） ：アキカン

紙類生ごみ等｜（出来るr:n芯 ：（アキピン等 ｜ ；ァキビン等

さ
れ
た
評
価
額
等
に
異
議
が
あ
れ

ば
、縦
覧
後
日
日
以
内
に
文
書
で、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

へ
異

議
の
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

軽
自
車
等
の
廃
車
は
早
め
に

鮭
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

所
有
し
て
い
る
軽
自
動
車
（
原

動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動

大
久
保
義
博
、
広
川
恭
子
、
加
蕗

千
賀
子
、
長
谷
純
子
、
氷
見
雅
浩
、

柚
木
恒
志
、
近
江
和
夫
、

寺
崎
朝

子
、
大
平
与
一
、
殿
村
幸
子
、
越

坂
邦
夫
、
平
田
久
美
子
、
岡
島
淑

子
、
金
山
佳
子
、
新
回
訓
、
平
柳

ゆ
か
り
、
上
原
恵
美
、
大
村
議
、

小
塚
直
美
、
島
田
裕
子
、
・
中
島
優

一
、
大
菅
哲
夫
、
荒
尾
和
嘉
子
、

近
江
聴
、
大
平
広
美
、
平
田
友
成
、

居
波
宏
作
、
浅
羽
か
お
る
、
寺
田

麻
衣
子
、
中
村
裕
子
、
堀
田
正
隆
、

黒
坂
道
子
、
大
村
誠
、
中
村
春
枝

五
箇
庄
地
区
女
南
茂
和
美
、
－
R

道

用
清
美
、
＊
寺
田
富
士
夫
、
西
田

彰
、
長
能
徹
夫
、
金
井
克
雅
、
広

田
秋
子
、
松
沢
佳
奈
子
、
大
久
保

宏、

上
回
孝
光
、
一躍
川
秀
和
、

大

久
保
藤
雅
、
仙
名
康
二

南
保
地 燃えるもの

これまで通りの

燃えるごみ

収集日は未定

V
東
京
都
品
川
区
の
田
中
扱
さ
ん

と
入
善
町
の
川
上
徳
寿
さ
ん
か
ら

泊
小
学
校
へ
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
1
台

（
5

0
、
0
0
0
円
相
当
）

V
創
価
学
会
さ
ん
か
ら
大
家
庄
小

学
校
へ
書
籍
初
冊
（
2

5
、
8
4
0

円
相
当
）

愛
の
献
血

協
力
者
名
（

1
月
実
施
分

女
印

は
棚
叫
、
そ
の
他
は
捌
叫
献
脱
者
）

境
地
区
女
水
島
五
十
美
、
水
島
克

成
、
広
川
琢
也

宮
崎
地
区
女
扇

谷
通
代
、
水
嶋
美
紀
子
、
吉
本
珠

実

笹
川
地
区

折
谷
政
明
、
竹

内
静
子

泊
地
区
女
八
木
修
、
安

居
波
正
志
、
－R
大
沢
高
津
明
、

女

鍋
島
俊
雄
、
－R
松
崎
勲
、

食
柳
下

替

一
、
合同
黒
坂
昭
士
、
加
藤
良
子
、

詳しくは、 また 4月にチラシでお知らせしますが不明

な点などがあり ましたら役場住民課環境保健係 （宮内線

1 1 3）へお問い合わせくださ い。

収集日は未定
これまで通リの

板集日

車
、
軽
凶
輪
、
小
型
二
輪
等
）
で

使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、

4

月

1
日
ま
で
に
廃
車
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と

平
成
2
年
度
も
課
税
さ
れ
ま
す
の

で、

至
急
廃
単
手
続
き
を
行

っ
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
税

務
課

（
宮
内
線
1
0
4
）

へ
問
い

合
わ
せ
を
。

区貴公ロ口宗次、－R中島清安、

女越間利志雄、－R川上誠一、

堀地安之助、江湖千春、更田

守、谷口知江、道用晃雄山

崎地区女大森雅子、－R安達進、

小杉朱実、水野利一、仙名涼

子、仙名恒好、名古屋幸子、

安達志摩子、水野光博、長津

えみ子、蓬沢誠、野口昇、米

津春樹、長津浩美、安達成恵、

谷正人、秋山晴美、七沢一麗子、

湯口敏明大家庄地区女坂口

洋紀、－R小川洋道、安藤田久

之、－R清水哲人、新村千寿子、

藤田順子、藤田文子、青木睦

子、山崎真一、由井千賀子、

由井一夫、土田盛一

（以上問名）

ご協力ありがとう

ございました。

生活必需品価格
2月 分 （毎月10日貌制崎） 単位 ：円

J:., 名
1勾 ｛面 格

2月 前月比 前年同月比

yγ ソ J’ 130 。
( H~5·..; l e ) ＋ 5 

石
iUI H 7~1 

840 。+ 64 製 （配達18e) 
~！. 

L p it ス

( 5 in’） 
2.365 -23 + 143 

一 .L、 I ~十 周 j先 剤’E 255 - 2 ＋ 7 
｜！ （小性

明
テ ィシュペーパー

152 - 5 ＋ 
(400枚紙m入1)) 

1fl1 トイレ ットペーパー

（ ，~＇dltロール 4 倒組）
311 -11 15 

食 ノイ ノ

（子1・j泊♂16枚人1))
175 。＋ 5 

)Jll 一一ー宇 田 ー ff ／ 

(450 g l裕）
330 - l ＋ 3 

ユー
し よ つ t出

492 。＋ 13 
( 1.8 tピン入リ）

サ フ ダ j自
321 + 1 12 食 （ポリ容器700g入り ）

＋ 

と ..：.、
83 十 2 ＋ 4 

S” I l’ 
（もめん l丁）

手し
236 + 1 ＋ 8 

( I tパッ ク入り ）

肉
414 + 7 ＋ 34 

( rl' 1勾もし100 g) 

JI本 肉
177 。 4 'E ( •I 'Ii：］もも100 g) 

悠 。I~
180 + 5 ＋ 21 

員.'.f. （ルlサイ ズ10側）

Ji. fa さ
228 -26 ＋ 13 

（曽川凶品 lkg) 
食

!% iL い し よ

('I吟j凶品 lkg) 
205 + 3 11 

2円Ill キ -¥'" 〆＼ー 、ソ

（普通品 1kg) 
228 +77 - 88 

l人 参
346 +24 14 

( i普通品 ikg) 

くらしの情報室

－
く
ら
し
の
情
報
室

＠

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

新

し

い
本

〈
一
般
書
〉

昭
和
思
い
出
し
笑
い
林
真
理
子

佳
三
枝
の
ホ
ン
マ
で

っ
か桂

三
枝

収
容
所
か
ら
来
た
遺
書辺

見
じ
ゅ
ん

内
閣
官
房
長
官

後
藤
田
正
晴

嫁
・姑
・小
姑
・
婿
同
居
の
知
恵
集

赤
木
春
恵

そ
の
男
幸
せ
に
つ
き

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
出
版

せ
き
か
人

光
れ
隻
胤

0
・
0
6

鈴
木
月
美

ω年
版
間
違
い
だ
ら
け
の
ク
ル
マ

，

と
〈
だ
い

仁

め
η
ウ
ね

選

び

徳

大

寺
有
恒

〈
小
説
〉

ピ
ア
一
一
シ
モ

（す
ば
る
文
学
賞
受

…

賞
作
）

辻

口

耐
h

Y
E
S－
Y
E
S－
Y
E
S
（
文
裳

賞
受
賞
作
）

比
留
間
久
夫

…

品
私
が
殺
し
た
少
女
（
直
木
賞
受
賞

一

作

）

原

寮

講鬼菊？
談と池句
碑三人伝
夜h と説
十殺
郎上人

下事
上件
下

半堺内
村 屋回

太康
一夫

黒
豹
ダ
プ
ル
ダ
ウ
ン

良

－A
q
L
q
d
 

。ら行 ． ＋ 芸J春

子Z芦詰Zと a: ,; /A a ;$i.. : ~ 
3花寝？ゐ はti与局j本誌！！の ？ 
霊長河口：りそ仇n盟 会~ 性 μ 神 ¥. i ~ 1車固 め
E をど話生 ~ ~ ! - 四

探三の 活 ' f← Jイ予 赤Z手渡門

える時様 「日本人とは付b~｛－＝ #I 川 辺里
長代弐 山本七平 次 碍 泰
明か 郎一日

3
月
比
白
州

午
後
l
時
泊
分

1

会
場

福
祉
セ
ン
タ
ー
茶
道
室

テ
キ
ス
ト

「あ
の
ポ
プ
ラ
の
上
が

空
」

三
浦
綾
子

日
時

。
え
る
ふ
の
会

3
月
幻
日
附

午
後
l
時
ぬ
分

1

図
書
館
児
童
室

－
平
成

2
年
3
月
号

＠

日
時

会
場



と
び
き
り
ス
テ
キ
な
音
楽
会

｜

｜
泊
病
院
で
医
薬
大
合
唱
団
の

コ
ン
サ

ー

ト
｜

｜

一
月
二
十
一
日
、
富
山
医
科
薬

科
大
学
混
声
合
唱
団
の
皆
さ
ん
が

泊
病
院
を
訪
れ
、
入
院
生
活
を
送

っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
歌
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。

こ
の
目
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に

様
変
わ
り
し
た
中
央
待
合
室
は
、

車
イ
ス
に
乗
っ
た
患
者
さ
ん
や
そ

の
家
族
、
看
護
婦
さ
ん
ら
百
名
を

超
え
る
聴
衆
が
集
ま
り
、
ぎ
っ
し

身近 な出来事や話題を待ってい ます。（tt83-I 100）へ。あなたの周りの広報係では，News&Topics 

d
J」
ヘ駒

ι恥』市
内
田
、
苅

‘F
役
場
か
ら
男
た
冬
a
R色
：
1／
初

り
満
員
の
状
態
。

そ
ろ
い
の
ブ
レ
ザ
ー
や
ブ
ラ
ウ

ス
姿
の
男
女
学
生
二
十
二
人
が
、

「ヤ
シ
の
笑
」
や
「
雪
め
降
る
ま
ち

ゃ
に

な
ど
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ

ー

を
披
露
す
る
た
び
に
会
場
か
ら
は

臨
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
全
員
で

「
ど
じ
ょ
っ
こ

ふ
な
っ
こ
」
を
大
合
唱
し
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

す

つ

iま

り

白
、、
世

界

J・・

ー
ー
ー

三

年

振

り

の

大

雪

見

舞

う

｜
｜
｜

こ
こ
し
ば
ら
く
暖
冬
が
続
い
て

い
た
富
山
県
内
で
す
が
、
今
年
は

三
年
鑑
り
に
大
雪
に
見
持
わ
れ
ま

し
た
。

一
月
二
十
二
日
夜
か
ら
降
り
始

め
た
雪
は
、
そ
の
後
も
降
り
続
け
、

あ
っ
と
い
う
問
に
町
全
体
が
白
い

世
界
に
早
変
わ
り
。
雪
国
と
は
い

え
、
不
意
打
ち
の
大
雪
に
通
勤
、

通
学
の
足
が
乱
れ
る
な
ど
、
久
し

極
り
の
一
家
雷
に
町
内
は
て
ん
や
わ

ん
や
め
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

雪
は

一
月
二
十
七
日
ま
で
降
り

続
き
、
最
大
積
雪
は
泊
地
内
で
一

・

『少

年

時

代

』
撮
影
快
調

ー
ー
ー
大
家
庄
小
で
冬
の
シ

l
ン
を
撮
影
｜
｜

今
年
夏
の
封
切
り
を
控
え
、
映

画
『
少
年
時
代
』
の
撮
影
も
い
よ

い
よ
終
盤
に
入
っ
て
い
ま
す
。

大
家
庄
小
学
校
で
は
、
昨
年
の

夏
、
「
五
年
男
組
」
で
の
撮
影
が

保

山

聖T’

松 i寿町

中主主野

Jll 

お宝すとやかに

月

長女香奈子草

笹

m 勝宣言

友紀

直也

佑太

文音

長男

長男

長女

長女

長男

｛申？合

泰規

巧一

正

盟懇

拓i挙

桑守

宮本

河村

j資I隣

長井

清水

行
わ
れ
た
の
に
続
き
、
二
月
十
三

日
に
は
、
運
動
場
で
の
雪
合
戦
と

講
掌
を
使
っ
た
軍
事
教
練
の
シ
！

ン
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
冬
の
シ

l
ン
の
撮
影
に

は
、
夏
に
続
き
大
家
庄
、
五
箇
庄
、

泊
、
山
崎
め
各

小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
約
七
十

人
も
エ
キ
ス
ト

ラ
出
演
。

は
ん
て
ん
に

ワ
ラ
靴
な
ど

戦
時
中
の
い
で

た
ち
で
、
篠
田

監
督
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、

4え＇＂

企二手！こ分かれての雪合戦のシーン

南保越

辻岩崎

&Ill 

舟 川 新

塚

聖子

谷

国

国

三人目の誕生

おめでとうございます二

初11

相11

長女生日奈美総

始：

光一

涼雅

司z介
大

I~を

智也

i変祐

長男

男

男
一一
二

長男

長男

二男

長男

主主後IJ
'JC ・a 

義l荻

藤井克i幸雄

校生

賓

修

。事

政｛言

坂正事

長崎

水野

佐百事

＊井

水井

i翠本

三
五
メ
ー
ト
ル
、
山
間
部
で
は
二

メ
ー
ト
ル
近
く
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
大
雪
に
除
雪
車
も
フ
ル
回

転
、

一
般
家
庭
で
も
屋
根
雷
降
ろ

し
ゃ
除
雪
作
業
に
汗
を
流
す
な
ど

町
全
体
が
雪
と
闘
い
ま
し
た
。

n
h
v
 

句

t，，F
 

L
止

め
恥

一トし器

黙

・ヤ鳩山
〕

視

～

めたの雪企

海
の
男
の
祈
り

l
！

大
漁
安
全
祈
願
祭
｝｜
｜

今
年
一
年
の
豊
漁
と
航
海
の
安

全
を
祈
る
朝
日
町
大
漁
安
全
祈
願

祭
が
、

一
月
二
十
六
日
、
宮
崎
の

鹿
島
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祈
願
然
に
は
、
遠
洋
出
漁

者
を
は
じ
め
、
境
、
宮
崎
、
泊
、

赤
川
の
各
漁
業
協
同
組
合
や
漁
業

関
係
者
ら
約
六
十
人
が
出
席
。
お

は
ら
い
を
受
け
た
あ
と
、
次
々
と

五
ぐ
し
を
さ
さ
げ
て
、
大
漁
と
海

め
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

－
ま
ち
の
う
ご
き
＠

お

ら

l1G 
る魁長
関 長』聖
係
者

ス
キ
ー
は
楽
し

l
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ス
キ

l
教
室
｜

一
一
月
八
日
、
教
育
委
員
会
主
催

の
「
レ
デ
ィ
ー
ス

・
ス
キ

l
教｛
表」

が
シ
ー
サ
イ
ド
バ
レ
ー
ス
キ
｜
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
ス
キ
！
教
室
に
は
、
昨
今

の
ス
キ
｜
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
か

二
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
の
女
性

二
十
八
人
が
参
加
。
ま
ず
ま
ず
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
初
級

・

中
級

・
上
級
の
各
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
町
の
名
ス
キ
ー
ヤ
ー
ら
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
ン
ユ

プ

l
ル
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

演
技
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
映
画

『少
年
時
代
』
、
間

も
な
く
ク
ラ
ン
ク

・
ア
ッ
プ
し
、

朝
日
町
で
は
、
今
年
の
七
月
こ
ろ

に
、
上
映
が
行
わ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

荒川四丁目

聖T

塚

魚津市

町

文雄

宏司

久嗣

おじあわ芭広

E益

司区

芦
←「

奈々

平P之

三伝子

皇官：

ド変貌

長女

男

女
一一一二

松原

三村

Z有権

l素因

山間

ごめL1ffiくを

大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
お
い
で

小

川

で

サ

ケ

の

稚

魚

放

流

崎

崎

弥生町

町

松 涛 肝I

荒川五丁目

末広町

境

｛邑｛甲
ω

上

(88) 

(70) 

(72) 

(73) 

(71) 

(82) 

(83) 

(60) 

仁太郎

｛果

子

八

夫

失

男

な

喜

五露

文

正

釜十

昌

し

烏

謀説

市

車

山

l込

山

水

尾

九

力日

酋

東

古

品

平仰一区

町

町南｛呆

人

町

塚

山

山

町

国

f妥

殿

筏

百長

羽

中

月

月

(63) 

(86) 

(59) 

(82) 

(93) 

(89) 

(96) 

(73) 

(81) 

(82) 

曹：
回

夫

な

み

平

It 

よ

る

さ

'" •C.' 

平日

ふ、

き

群

ふ

i立

も

き

し

村

1交

回

上

十す

キサ

)L 

一
戸
仏

河

i綴

森、

酋

角

Ii暴

西

西

T守

村

－
平
成
2
年
3
月
号
＠



同月図表lif~l 1 

今月のモデル協力者

寄
り
合
い
終
わ

っ
て
村
の
も
ん
な
帰
ろ
う
、
と

し
た
ら
、
平
兵
衛
が
観
音
岩
の
下
に
な
っ
て
死

ん
ど
っ
た
が
じ
ゃ
と
。
「
平
兵
衛
の
や
っ
、

仕
返

し
に
道
を
ふ
さ
ご
う
と
し
て
、
観
音
岩
ま
で
動

か
そ
う
と
し
た
ら
パ
チ
ゃ
当
た
っ
た
が
じ
ゃ
」
。

村
の
も
ん
な
、
そ
ん
で
も
葬
式
だ
け
は
出
し
て

や
ら
ん
な
ら
ん
と
、
火
葬
場
で
燃
や
し
て
や

っ
た

が
じ
ゃ
と
。
そ
し
て
、
夕
方
に
な
っ
て
骨
を
拾

い
に
行

っ
た
が
や
れ
ど
、
い
く
ら
探
し
て
も
骨

や
見
つ
か
ら
な
ん
だ
と
。
「
地
獄
の
鬼
ゃ
先
に
来

て
骨
と
っ
て
い

っ
た
が
じ
ゃ
」
。
村
の
も
ん
な
、

』

口
々
に
そ
う
い
う
た
が
じ
ゃ
と
い
。

醐

そ
の
時
分
、
平
兵
衛
は
地
獄
に
落
ち
て
、
エ

ン
マ
様
の
前
に
座
ら
さ
れ
て
お
っ
た
が
じ
ゃ
。

「
平
兵
衛
、
お
前
が
シ
ャ
パ
で
犯
し
た
罪
は
、

ち
ゃ
ん
と
こ
こ
に
書
い
て
あ
る
ぞ
。

お
前
は
体

あ
り
か
ま

が
で
か
い
か
ら
、
特
別
に
作
っ
た
新
釜
で
ゆ
で

て
や
ろ
う
」
。
平
兵
衛
は
鬼
に
つ
ま
ま
れ
て
、
釜

に
入
れ
ら
れ
た
が
じ
ゃ
れ
ど
、

「
ち
ょ

っ
こ
り

も
熱
う
な
い
わ
い
」
と
強
情
張
っ
て
お

っ
た
が

や
と
。
そ
れ
で
も
と
う
と
う
が
ま
ん
で
き
ん
が

に
な
っ
て

「
あ
ち
ゃ
ち
ゃ
ち
ゃ
、
も
う
や
ん
ち

ゃ
せ
ん
か
ら
、
か
ん
に
ん
し
て
く
だ
さ
る
ま
せ
」

と
、
両
手
を
合
わ
せ
た
が
や
と
。

す
る
と
、
速
い
空
が
急
に
明
る
な

っ
て
、
如

来
様
が
現
れ
、
釜
か
ら
サ

ッ
と
平
兵
衛
を
す
く

い
上
げ
て
天
に
昇
っ
て
い

っ
た
が
じ
ゃ
と
い
。

村
の
人
た
ち
ゃ
、

平
兵
衛
は
地
獄
の
新
釜
で

ゆ
で
ら
れ
て
し
も
う
た
と
思
う
て
、
そ
れ
か
ら

ち
ゅ
う
も
ん
な
、
は
や
り
や
ま
い
や
ま
よ
け
の

ま
じ
な
い
に
、
「
平
兵
衛
の
ア
ラ
ガ
マ
、
平
兵

衛
の
ア
ラ
ガ
マ
」
と
、
念
仏
の
か
わ
り
に
唱
え

る
よ
う
に
な

っ
た
が
じ
ゃ
と
い
。

。牧野夕子さん （20歳）

。朝日町花房。20歳の記念、に

今月の慢影場所
今固め搬影場所は，現在，

特別養議老人ホーム「有機苑」

に隣接して建設されている朝

日町デイ ・サービスセンター

です。

寝たきりのお年寄りなどを

リフト付きパスで送迎し，入浴

や給食サービスなどを行うこ

のデイ ・サービスセンターの

総事業費は約 8,900万円。

昨年の10月から建設されてい

るもので，いよいよ今月の20

日に完成，26日にオーブンが

予定されています。
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一
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V
今
年
は
三
年
振
り
の
大
雪
と
な

臨
一川

り
ま
し
た
が
も
う
雪
も
ほ
と
ん

訓
5

ど
な
く
な
り
、
日
一

日
と
春
が
近

日
敬

間
開市

ヴ
い
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

一
…E

V
締
め
切
り
に
追
わ
れ
残
業
し
た

一

帰
り
、
ス
タ
ン
ド
の
明
か
り
の
つ

匂
日

い
た
家
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、

二

恥
ト

月
、
一一一月
は
入
試
の
ン
｜
ズ
ン
。

一
一川

受
験
生
の
皆
さ
ん
に
も
早
く
春
め

同
日

便
り
が
届
く
と
い
い
で
す
ね
。

明
計

V
三
月
と
い
え
ば
町
に
と
っ
て
も

四

平
成
元
年
度
最
後
の
月
。
凶
月
か

で

別

ら
は
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
プ
ト

帽

P
O

広
報
も
表
紙
を
は
じ
め
、
紙
両
を
少

。…

ω

し
変
え
て
み
ょ
う
か
な
ど
と
考
え

M
9

て
い
ま
す
が
、
気
に
な
る
の
は
や
っ
叩
女

ば
り
皆
さ
ん
の
反
応
で
す
。

F

品
川

V

「
広
報
の
ど
こ
を
よ
く
読
み
ま

由

一

す
か
」
、
「
ど
ん
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ

炉
引．R

d
 

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
か
」
な
ど
、

ぶ
5

目

Q
U

取
材
の
際
は
で
き
る
だ
け
広
報
に

昨
3

対
す
る
意
見
を
聞
く
よ
う
に
し
て

一
E

い
る
の
で
す
が
、
答
え
は
実
に
さ

j

ま
さ
ま
で
す
。

い
つ
か
機
会
を
み

四
人

会
て
、
広
報
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

j

の
脳
月

な
ど
も
行
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る

円
2

と
考
え
て
い
ま
す
。
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